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西
部
方
面
隊
（
総
監　

鳥
海
誠
司
陸
将
）
は
令
和
８
年
３
月
１
日
（
日
）
、
健
軍

駐
屯
地
に
お
い
て
西
部
方
面
隊
創
隊
70
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
総
監
は
式
辞
に
お
い
て
西
部
方
面
隊
の
歩
ん
で
き
た
70
年
を
振
り
返
り
、

「
発
足
当
初
か
ら
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
陸
上
自
衛
隊
」
と
し
て
我
が
国
の
防
衛

警
備
は
も
と
よ
り
、
度
重
な
る
災
害
派
遣
を
通
じ
て
地
域
と
の
絆
を
深
め
る
と
と

も
に
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
つ
つ
進
化
を
遂
げ
、
数
々
の
任
務
を
遂
行
で
き
た
こ

と
は
、
九
州
・
沖
縄
地
域
の
皆
様
、
自
治
体
及
び
関
係
諸
団
体
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
そ
し
て
歴
代
総
監
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方
の
多
大
な
ご
尽
力
が

あ
っ
て
こ
そ
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
は
、
創
隊
70
周
年
の
節
目
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
部
外
講
師

（
秋
元
千
明
氏
（
英
国
王
立
防
衛
安
全
保
障
研
究
所
（R

U
S
I

）
日
本
特
別
代
表
）
）

に
よ
る
記
念
講
演
を
実
施
し
、
日
米
共
同
・
統
合
に
よ
る
装
備
の
動
的
展
示
、
体

験
試
乗
、
装
備
品
展
示
、
音
楽
演
奏
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ご
来
場
の

地
域
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
が
戦
後
最
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
西
部
方
面
隊
が
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
西
部
方
面
音
楽
ま
つ
り

　

～
九
州
・
沖
縄
の
皆
様
の
信
頼
感
を
拡
大
！
～

　

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
11
日
（
水
）
、
市

民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
）
に
お

い
て
令
和
７
年
度
西
部
方
面
音
楽
ま
つ
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

「
地
域
と
と
も
に
70
年
。
守
り
続
け
る
未
来
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
部
方
面
隊
70
周
年
を
広
く
周
知

し
、
九
州
・
沖
縄
の
地
域
住
民
か
ら
の
西
部
方
面
隊
に

対
す
る
親
近
感
及
び
信
頼
感
の
醸
成
・
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
隊
員
の
士
気
の
高
揚
及
び
音
楽
演
奏
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。　
　
　

　

第
４
音
楽
隊
、
第
８
音
楽
隊
、
第
15
音
楽
隊
、
自
衛

太
鼓
チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
の
他
、
米
海
兵
隊
第
３
海

兵
機
動
展
開
部
隊
音
楽
隊
の
ゲ
ス
ト
演
奏
に
よ
り
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
約
２
，
２
０
０
名
の
皆
様
に
対

し
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
迫
力
あ
る
演
奏
や
太

鼓
を
ス
テ
ー
ジ
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛
隊

の
力
強
さ
を
感
じ
た
」「
子
供
が
太
鼓
の
迫
力
に
大
興

奮
だ
っ
た
」「
米
海
兵
隊
と
の
演
奏
も
素
晴
ら
し
く
日

米
の
強
い
絆
を
感
じ
た
」「
開
演
前
の
映
像
や
演
奏
中

の
映
像
か
ら
自
衛
隊
、
方
面
隊
70
年
の
歴
史
を
知
る

と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
流

れ
が
よ
か
っ
た
」
等
の
感
想
や
賞
賛
の
言
葉
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
19

日
（
木
）
の
間
、
陸
上
自
衛
隊
奄
美
駐
屯
地
・
航
空
自
衛

隊
新
田
原
基
地
及
び
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
に
お

い
て
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
鹿
児
島
・
宮
崎
地
区
部

隊
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
は
、
各
駐
屯
地
・
基

地
の
概
要
説
明
、
装
備
品
展
示
、
新
田
原
基
地
司
令
の
講

話
及
び
隊
員
と
の
懇
談
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
駐
屯
地
・
基
地
研
修
を
通
じ
て
、
我
が
国
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
環
境
が
戦
後
最
も
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
我
が
国
が
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
取
り
組
み
、
我

が
国
の
安
全
保
障
体
制
が
急
速
に
充
実
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
Ｆ
35
Ｂ
配
備
が
進

む
航
空
自
衛
隊
や
Ｐ
１
哨
戒
機
の
運
用
体
制
強
化
が
進

む
海
上
自
衛
隊
を
含
め
、
南
西
防
衛
に
お
け
る
陸
海
空

の
統
合
運
用
態
勢
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
方
か
ら
は
「
地
域
と
自
衛
隊
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
、誤
解
や
偏
見
を
解
き
ほ

ぐ
し
、相
互
理
解
を
深
め
、地
域
の
安
心
に
つ
な
が
る
対
話

を
育
て
て
い
く
」と
い
う
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記念式典で式辞を述べる鳥海総監

１６式機動戦闘車の動的展示同盟の結束を示す日米の指揮官等 記念講演（講師：秋元千明氏）西部方面音楽隊の演奏 水陸両用車の動的展示

西
部
方
面
隊
創
隊
70
周
年
記
念
行
事

　

～
防
衛
体
制
の
強
化
と
取
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
化
～

自衛太鼓チームの演舞

西部方面音楽隊の演奏第４音楽隊のパフォーマンス

第１５音楽隊のパフォーマンス

米海兵隊音楽隊の演奏

全出演部隊によるフィナーレ

西部方面音楽隊によるオープニング

第８音楽隊の演奏

オ
ピ
ニ
オ
ン
・ 

リ
ー
ダ
ー
部
隊
研
修

　

～
地
域
の
架
け
橋
と
し
て
の
発
信
源
！
～

航空機研修（鹿屋） 隊員との懇談（新田原）

１２ＳＳＭ等の研修

奄美駐屯地の概要説明

基地司令講話（新田原）航空機研修（鹿屋）

鎭　　　　　西 第 661号（1）



オーボエ奏者（五島市出身） 国歌斉唱 二刀流のパフォーマンスを披露する隊長 開　演

看板授与

参列部隊

無人偵察機

交戦する隊員 攻撃前進

指揮官会議 情報収集活動

集合写真 口笛吹パフォーマンス

中高生に対する演奏技術指導 砂美地来館にて

参加部隊との認識統一

アクセスノード開設

回収装置の展開

発射装置の点検

第
四
師
団

第
八
師
団

鎭　　　　　西

お問い合わせ先

福岡駐屯地
第４師団広報室

092-591-1020

お問い合わせ先

北熊本駐屯地
第８師団広報室

096-343-3141

令
和
７
年
度
Ｈ
Ｔ
Ｃ
実
動
対
抗
演
習

～
実
戦
さ
な
が
ら
の
真
剣
勝
負　

新
し
い
戦
い
方
で
～

第
４
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会

諫
早

～
大
き
な
感
動
と
来
場
者
と
の
一
体
感
！
～

第
４
情
報
隊
編
成
完
結
式

～
北
部
九
州
の
情
報
力
を
更
に
強
化
～

　

第
４
師
団
は
、
令
和
８
年
１
月
24
日
（
土
）、

長
崎
県
諫
早
市
諫
早
文
化
会
館
に
お
い
て
、
第

４
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
演
奏
会
は
、
師
団
区
内
の
地
域
の
皆
様
に

自
衛
隊
に
対
す
る
親
近
感
を
持
っ
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
北
部
九
州
４
県
を
巡
回
し
つ
つ
、

演
奏
活
動
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
演
奏
会
は
、
第
１
部
と
第
２
部
で
構
成
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
進
行
し
ま
し
た
。
親

し
み
や
す
い
選
曲
に
よ
る
演
奏
を
通
じ
て
、
日

頃
の
厳
し
い
練
成
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

ご
来
場
の
皆
様
に
深
い
感
動
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
第
４
音
楽
隊
長 

松

田
１
尉
に
よ
る
演
奏
指
揮
と
ピ
ア
ノ
演
奏
を
同

時
に
行
う
「
二
刀
流
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

会
場
を
一
層
盛
り
上
げ
大
き
な
感
動
と
一
体
感

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
本
演
奏
会
に
オ
ー
ボ
エ

奏
者
と
し
て
参
加
し
た
長
崎
県
五
島
市
出
身
の

隊
員
は
、「
大
勢
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
以
前
、
長
崎
県
に
所
在
す
る

大
村
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
演
奏
会
は
想
い
入
れ
が
強
く
、
諫
早
市

は
当
時
の
演
奏
任
務
を
思
い
出
す
懐
か
し
い
場

所
で
し
た
。
か
つ
て
の
上
司
や
後
輩
、
演
奏
を

通
じ
て
知
り
合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
方
々
も

観
に
来
て
い
た
だ
き
、
特
別
な
一
日
に
な
り
ま

し
た
。
第
４
音
楽
隊
の
演
奏
で
聴
衆
の
方
々
に

た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
感
動
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
た
く
さ
ん
の
感
動
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
や
隊
員
家
族
の
皆
様

に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、「
３
年
ぶ
り
に
聴

く
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」「
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
佐
賀
県
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
日
頃
の
訓
練
で
磨
い
た
技
量

を
存
分
に
発
揮
し
、
皆
様
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
演

奏
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
師
団
は
、
令
和
８
年
２
月
23
日
（
月
）
か
ら
３
月
２
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
日

出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
第
16
普
通
科
連
隊
を
基
幹
と
す
る
部
隊
を
も
っ
て
、

訓
練
評
価
支
援
隊
（
北
海
道
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｈ
Ｔ
Ｃ
と
い
う
。））

が
実
施
す
る
令
和
７
年
度
Ｈ
Ｔ
Ｃ
実
動
対
抗
演
習
に
対
抗
部
隊
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
対
抗
演
習
で
は
、
最
新
の
装
備
品
等
を
模
擬
し
た
ド
ロ
ー
ン
等
の
シ
ス
テ

ム
が
使
用
さ
れ
、
よ
り
実
戦
的
な
状
況
判
断
や
戦
術
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
環
境
の
中
、
こ
れ
ま
で
対
抗
部
隊
と
し
て
蓄
積
し
た
練
度
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
対
抗
部
隊
と
し
て
真
剣
に
臨
み
、
相
手
部
隊
の
戦
闘
能
力
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
際
、
衛
星
、
ド
ロ
ー
ン
、
斥
候
、
電
子
戦
、
化
学

　

第
４
師
団
は
、
令
和
８
年
３
月
23
日
（
月
）、
福
岡
駐
屯
地
に
お
い
て
、

第
４
情
報
隊
の
新
編
に
伴
い
、
編
成
完
結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
４
情
報
隊
は
、
情
報
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
能
を
も
っ
て

各
種
分
析
を
行
い
師
団
司
令
部
の
情
報
業
務
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

長
距
離
飛
行
が
可
能
な
無
人
偵
察
機
に
よ
り
、
情
報
収
集
・
監
視
・
偵
察

活
動
を
実
施
す
る
部
隊
で
す
。

　

式
典
で
は
、
第
４
師
団
長 

前
島
陸
将
か
ら
初
代
第
４
情
報
隊
長 

遠

藤
憲
仁
２
佐
へ
部
隊
の
象
徴
で
あ
る
隊
旗
及
び
看
板
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
訓
示
の
中
で
師
団
長
は
、「
即
応
力
の
強
化
、
安
全
・
健
全
の
２
点
を

要
望
事
項
と
し
、
遠
藤
２
佐
を
核
心
と
し
た
強
固
な
団
結
の
下
、
厳
正
な

規
律
及
び
旺
盛
な
士
気
を
保
持
し
た
部
隊
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
遠
藤
２
佐
は
、
第
４
情
報
隊
の
隊

員
に
対
し
、「
挑
戦
、
創
造
、
感
謝
、
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
実

効
性
あ
る
部
隊
を
作
り
上
げ
る
」
と
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

第
４
師
団
は
、
新
た
に
強
化
さ
れ
た
情
報
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

国
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
更
な
る
精
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

攻
撃
、
サ
イ
バ
ー
等
を
最
大
限
活
用
し
、
陣
地
、
車
両
、
火
器
等
の
位
置
の

情
報
を
収
集
し
て
、
正
確
な
砲
迫
火
力
等
の
集
中
発
揮
に
よ
り
相
手
部
隊

を
撃
破
す
る
等
、
情
報
と
火
力
を
迅
速
に
連
携
さ
せ
る
練
度
の
向
上
を
図

り
、
対
抗
部
隊
と
し
て
所
望
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

本
訓
練
に
参
加
し
た
分
隊
長
は
「
瞬
時
に
状
況
判
断
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
ま
で
継
続
し
て
訓
練
し
て
き
た
こ
と
も
本
番
に

な
る
と
色
々
な
状
況
が
生
起
し
て
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
個

人
と
し
て
も
分
隊
と
し
て
も
自
ら
考
え
、
も
っ
と
工
夫
し
て
訓
練
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
教
訓
を
も
と
に
更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
日
々
訓
練
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

第
４
師
団
は
本
演
習
で
得
た
成
果
を
今
後
に
生
か
す
と
と
も
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ラ
ン
で
の
教
訓
を
更
に
研
究
し
、
陸
上
自
衛
隊
の
精
強

化
の
た
め
、
強
い
部
隊
の
育
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
８
師
団
は
、
令
和
８
年
１
月
23
日
か
ら
１
月
24
日
ま
で
の
間
、

与
論
島
（
砂
美
地
来
館
）
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
島
し
ょ
演
奏
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
８
音
楽
隊
（
隊
長 

永
田
２
尉
）
は
、「
守
る
力
と
届
け
る
音
楽
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
日
米
両
国
行
進
曲
「
陽
光
を
背
に
」
に
続
き
「
忠

誠
」
を
演
奏
し
迫
力
あ
る
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

隊
員
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
「
口
笛
吹
き
と
犬
」
で
は
、
犬
に

仮
装
し
た
隊
員
と
口
笛
吹
き
と
の
軽
妙
な
や
り
取
り
が
あ
り
、

会
場
が
一
気
に
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
誰

も
が
知
る
名
番
組
の
テ
ー
マ
曲
を
綴
っ
た
「
伝
説
の
長
寿
番
組
メ

ド
レ
ー
」
で
は
、
過
去
を
思
い
出
す
旋
律
に
会
場
は
笑
顔
と
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
場
面
で
は
、
演
奏
技
術
指
導
を
実
施
し
た
与
論
中
学
校

及
び
与
論
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
と
と
も
に
、
与
論
高
校
吹
奏

楽
部
顧
問
の
指
揮
に
よ
る
「
宝
島
」
を
披
露
し
聴
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
歌
謡
曲
「
与
論
島
慕
情
」
を
演
奏
し
、
会
場

が
歌
声
と
手
拍
子
で
一
体
と
な
り
演
奏
会
は
盛
会
の
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

本
演
奏
会
を
通
じ
、
島
民
の
皆
様
と
の
絆
を
よ
り
一
層
深
化
さ

せ
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
獲
得
し
ま
し
た
。

島
し
ょ
演
奏
会
（
第
８
音
楽
隊
）

～
与
論
島
民
と
歌
声
と
拍
手
で
一
体
化
～

シ
ス
テ
ム
通
信
訓
練
（第
８
通
信
大
隊
）

～
練
度
を
向
上
、強
靭
な
通
信
能
力
を
確
認
～

　

第
８
師
団
は
、
令
和
８
年
２
月
16
日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
の
間
、

北
熊
本
・
都
城
駐
屯
地
及
び
各
展
開
地
域
（
生
地
）
に
お
い
て
、

シ
ス
テ
ム
通
信
・
電
磁
波
作
戦
・
シ
ス
テ
ム
防
護
に
係
る
能
力
向

上
を
目
的
と
し
た
、
令
和
７
年
度
第
２
回
師
団
シ
ス
テ
ム
通
信

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
部
隊
と
し
て
師
団
隷
下
部
隊
の
他
、
西
部
方
面
特
科
連

隊
及
び
第
２
施
設
群
の
通
信
担
当
者
を
参
集
し
、
師
団
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
処
計
画
に
お
け
る
部
外
光
回
線
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
通
信
の
構
成
要
領
を
演
練
す
る
と
と
も
に
、
民
生
通
信
器

材
を
活
用
し
た
抗
た
ん
性
あ
る
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
及
び
機
動

間
通
信
の
構
成
に
よ
り
計
画
の
実
効
性
及
び
練
度
を
向
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沿
岸
監
視
訓
練
（
第
８
情
報
隊
）

～
南
部
九
州
に
お
け
る
隙
の
な
い
監
視
力
～

　

第
８
師
団
は
、
令
和
８
年
２
月
26
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
の
間
、

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
恵
美
之
江
展
望
公
園
に
お
い
て
、
海

上
情
報
収
集
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
、
令
和
７
年
度
第
２
回
師

団
沿
岸
監
視
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
８
情
報
隊
（
隊
長 

吉
岡
２
佐
）
は
、
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル
に

よ
る
海
上
情
報
収
集
を
演
練
し
、
目
標
の
識
別
・
標
定
精
度
の

能
力
向
上
及
び
生
地
に
お
け
る
Ｕ
Ａ
Ｖ
展
開
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
第
８
情
報
隊
は
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
運
用
能
力
実
効
性
向
上

及
び
情
報
処
理
能
力
の
向
上
に
努
め
、
各
種
訓
練
に
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。
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船越音楽隊長による指揮

第15音楽隊による合奏

沖縄にゆかりのある楽曲演奏

増田３曹によるサクソフォン独奏

偵察を実施する第15偵察隊

与座岳分屯地に展開した第15高射特科連隊

スキャンイーグルによる情報収集準備中の第15情報隊

受賞風景①

旅団長による紹介

上番した池田准尉による着任の辞

下番した島袋准尉による離任の辞 受賞風景②

関係機関との調整 災害対処器材を使用した人命救助

災害対処器材を使用した捜索 関係機関と連携した人命救助

一斉にスタート最速隊員の個人表彰 強風の海沿いを疾走団競技会「総合優勝」

第
十
五
旅
団

方
面
直
轄
部
隊

令
和
７
年
度
第
２
次
旅
団
訓
練
検
閲

～
あ
ら
ゆ
る
任
務
の
遂
行
能
力
を
確
認
～お問い合わせ先

那覇駐屯地
第15旅団広報・渉外班

098-857-1155

令
和
７
年
度
佐
賀
県
災
害
対
策
実
動
訓
練

（
九
州
補
給
処
）

～
連
携
強
化　

共
に
備
え
、
守
る
～

　

第
15
旅
団
は
、
令
和
８
年
２
月
19
日
（
木
）
か
ら
23
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

沖
縄
県
に
所
在
す
る
駐
・
分
屯
地
、
基
地
及
び
訓
練
場
等
に
お
い
て
令
和

７
年
度
第
２
次
旅
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
検
閲
に
お
い
て
第

15
高
射
特
科
連
隊
、
第
15
偵
察
隊
及
び
第
15
情
報
隊
が
受
閲
し
、
事
態
推

移
に
応
じ
た
有
機
的
な
指
揮
幕
僚
活
動
及
び
部
隊
運
用
、
作
戦
行
動
に
関

す
る
基
本
的
行
動
・
隊
員
の
基
礎
動
作
及
び
各
部
隊
・
隊
員
の
戦
闘
・
戦

技
能
力
を
主
要
検
閲
項
目
と
し
、
各
部
隊
の
任
務
遂
行
に
係
る
練
度
の
進

歩
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
練
成
訓
練
の
資
を
得
ま
し
た
。

第
16
回
定
期
演
奏
会
（
第
15
音
楽
隊
）

～
琉
球
の
響
き
、
観
客
と
隊
員
の
心
を
一
つ
に
～

　

第
15
音
楽
隊
は
令
和
８
年
２
月
１
日
（
日
）、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
16
回
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
演
奏
は
２
部
構

成
と
し
、
第
１
部
で
は
ク
ラ
シ
カ
ル
な
楽
曲
を
中
心
に
第
15
音
楽
隊
委
嘱

作
品
「
琉
球
狂
詩
曲
」
を
世
界
初
演
奏
し
ま
し
た
。
第
２
部
に
は
増
田
３

曹
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
や
、
映
画
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
よ
り
「
ス
ピ

リ
テ
ィ
ッ
ド
・
ア
ウ
ェ
ィ
」
を
演
奏
し
、
第
15
音
楽
隊
の
演
奏
技
術
の
高

さ
を
披
露
し
て
約
１
，
２
０
０
名
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
柔
ら
か
い
音
色
か
ら
力
強
い
音
ま
で
迫
力
が
あ
り
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
選
曲
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

～
更
に
強
靭
な
旅
団
へ
～

　

令
和
８
年
３
月
12
日
（
木
）、
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式
を

行
い
ま
し
た
。
第
８
代
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
島
袋
准
尉
か
ら
第

９
代
旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
池
田
准
尉
へ
の
交
代
式
と
な
り
、
新

た
に
最
先
任
と
な
る
池
田
准
尉
は
「
隊
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
現
場

に
足
を
運
び
、
指
揮
官
を
補
佐
し
な
が
ら
、
隊
員
同
士
の
「
結
（
ゆ

い
）」
を
大
切
に
し
た
強
い
旅
団
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
緊
急
患
者
空
輸

２
０
０
０
件
に
対
す
る
感
謝
状
受
賞

　

第
15
旅
団
は
、
令
和
７
年
11
月
に
行
っ
た
緊
急
患
者
空
輸
に
よ

り
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
緊
急
患
者
空
輸
回
数
が
２
，
０
０
０
件
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
長
年
に
わ
た
り
離
島
医
療
を
支
え

た
功
績
と
し
て
、
鹿
児
島
県
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旅
団
は
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
安

全
確
実
に
任
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
０
２
高
射
特
科
隊
（
第
２
高

射
特
科
団
）
は
令
和
８
年
２
月
12
日

（
木
）
、
竹
松
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
隊
持
続
走
競
技
会
（
３
キ

ロ
走
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
競
技
会
は
隊
員
の
士
気
の
高
揚
、

融
和
団
結
及
び
戦
闘
戦
技
能
力
の
向

上
、
ま
た
統
裁
部
の
統
裁
能
力
の
向

上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

隊
長
要
望
事
項
「
己
に
打
ち
勝
て
」
を

胸
に
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
目
標
タ

イ
ム
を
達
成
す
る
た
め
、
年
度
を
通

し
て
練
成
し
て
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

　

各
小
隊
等
の
５
個
チ
ー
ム
で
競
っ

た
団
体
の
部
に
お
い
て
は
、
射
撃
小

隊
が
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
個
人
の
部
で
は
男
女
別
及
び
年

齢
別
の
表
彰
と
総
合
最
速
タ
イ
ム
の

隊
員
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

最
速
タ
イ
ム
で
個
人
総
合
優
勝
し

た
末
吉
曹
長
（
43
歳
）
は
、
９
分
46
秒

の
好
タ
イ
ム
で
昨
年
度
に
続
き
２
連

覇
を
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
末
吉
曹

長
は
「
２
連
覇
を
目
標
に
夏
場
の
走

り
込
み
や
部
外
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
準
備
を
し
っ
か
り
整
え
る
こ
と
が

で
き
、
競
技
会
当
日
も
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
ん
だ
結
果
、
シ
ー

ズ
ン
ベ
ス
ト
で
の
２
連
覇
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
慢
心
す

る
こ
と
な
く
３
連
覇
を
目
指
し
て
引

き
続
き
練
成
に
励
ん
で
い
く
」
と
前

向
き
に
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
団
持
続
走

競
技
会
で
は
、
総
監
督
と
し
て
隊
を

牽
引
し
駅
伝
の
部
第
１
位
、
そ
し
て

総
合
優
勝
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
個
人
と
し
て
４
区
の
区
間
賞
を

受
賞
し
、
団
長
か
ら
も
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
隊
員
が
目
標
に
向
か
っ
て
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
体
力
向

上
の
み
な
ら
ず
、
部
隊
の
団
結
の
強

化
、
士
気
の
高
揚
及
び
帰
属
意
識
の

涵
養
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
も

い
か
な
る
任
務
も
達
成
す
る
た
め
に

隊
員
一
同
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
１
０
２
高
射
特
科
隊

持
続
走
競
技
会
（
第
２
高
射
特
科
団
）

～
全
隊
員
、
目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
～

　

九
州
補
給
処
は
、
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
と
と
も
に
、
令
和
８
年

１
月
13
日
（
火
）、
佐
賀
県
杵
島
郡
大
町
町
に
あ
る
日
本
協
会
レ
ス

キ
ュ
ー
協
会
モ
ア
ワ
ン
に
お
い
て
、
佐
賀
県
危
機
管
理
防
災
課
が
主

催
す
る
佐
賀
県
災
害
対
策
実
動
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
最
大
震
度
６
強
の
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し

た
想
定
の
も
と
、
各
機
関
・
団
体
の
実
動
に
よ
る
災
害
時
の
対
応
力

と
県
民
の
安
全
確
保
体
制
を
高
め
る
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
佐
賀

県
内
の
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
等
14
機
関
、
約
１
０
０
名
（
九
州
補

給
処
か
ら
は
６
名
）
が
参
加
し
、
現
地
対
策
本
部
等
と
の
調
整
や
災

害
対
処
器
材
を
使
っ
た
土
砂
災
害
現
場
に
お
け
る
行
方
不
明
者
の

捜
索
・
救
助
等
を
実
施
し
、
各
機
関
相
互
の
対
応
力
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
等
発
生
時
に
お
け
る
円
滑
な
相
互
連
携

の
た
め
の
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加
し
た
隊

員
は
、「
今
回
の
合
同
訓
練
に
よ
り
、
他
の
関
係
機
関
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
万
が
一
災
害
が
発
生
し
て
も

関
係
機
関
と
連
携
し
、
迅
速
か
つ
確
実
な
災
害
対
処
行
動
が
で
き
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。（※

九
州
補
給
処
は
令
和
７
年
度
末
の
改
編

に
よ
り
、
補
給
本
部
の
隷
下
と
な
り
ま
し
た
。）
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西
部
方
面
総
監
部
付
隊
創
隊
70
周
年
記
念
行
事

～
総
監
部
の
屋
台
骨
を
支
え
て
70
年
～

　

西
部
方
面
総
監
部
付
隊
（
前
隊
長　

淀
川
佳
介
３
等
陸
佐
）
は
、
令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）
、
西

部
方
面
総
監
部
付
隊
創
隊
70
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
行
事
は
、
付
隊
Ｏ
Ｂ
等
を
招
待
し
、
５
年
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実

施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
は
、
現
職
に
よ
る
人
文
字
撮
影
に
引
き
続
き
団
結
・
士
気
の
高
揚
を
目
的
と
し
た
綱
引
き

を
実
施
し
た
後
、
歴
代
隊
長
を
は
じ
め
付
隊
Ｏ
Ｂ
の
参
加
に
よ
る
記
念
祝
賀
会
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

築
い
て
来
ら
れ
た
70
年
間
に
想
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
我
々
を
取
り
巻
く
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保

障
環
境
の
も
と
任
務
達
成
に
邁
進
す
る
現
職
の
活
動
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
感
謝
の
言
葉
や
「
迷
彩
服
姿
に
接
し
、
安
心
し
ま
し
た
」
等
の
お
声

を
い
た
だ
き
、
現
職
と
Ｏ
Ｂ
の
架
け
橋
と
な
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

与
那
国
駐
屯
地
創
立
10
周
年
記
念
行
事

～
「
ど
な
ん
の
島
人
」
と
し
て
共
に
歩
ん
だ
10
年
～

　

西
部
方
面
情
報
隊
与
那
国
沿
岸
監
視
隊
（
隊
長　

小
俣
好
史
１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
８
年
３
月
28

日
（
土
）
、
与
那
国
駐
屯
地
創
立
十
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

駐
屯
地
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
は
与
那
国
町
長
を
は
じ
め
島
内
外
の
来
賓
及
び
住
民

約
２
０
０
名
が
見
守
る
中
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
俣
隊
長
は
式
辞
の
中
で
「
発
足
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今
日
、
時
勢
の
様
々
な
荒
波
に
揉
ま
れ
る

中
、
こ
う
し
て
当
駐
屯
地
が
、
こ
の
与
那
国
の
地
に
安
定
し
て
所
在
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
一
重
に

常
日
頃
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ

で
あ
り
、
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
」
と
述
べ
、
駐
屯
地
創
立
以
来
十
年
に
わ
た
る

島
民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
深
い
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
隊
員
の
努
力
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
実
施
さ
れ
た
ヘ
リ
体
験
搭
乗
に
は
、
約
30
名
の
子
供
た
ち
と
保
護
者
が
参
加
し
、

上
空
か
ら
自
分
の
家
を
探
し
た
り
、
き
れ
い
な
海
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
天

候
不
良
に
よ
り
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
27
日
、
予
行
の
た
め

与
那
国
島
に
初
め
て
飛
来
し
た
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
姿
を
見
た
島
民
の
方
々
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
の
前
夜
祭
で
は
、
日
米
両
国
の
音
楽
隊
に
よ
る
合
同
演
奏
や
島
民
の
方
々
に
よ
る
余

興
が
行
わ
れ
、
皆
が
一
つ
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
一
幕
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
行
事
を
通
じ
て
与
那
国
駐
屯
地
隊
員
一
同
は
「
ど
な
ん
の
島
人
」
と
し
て
、
与
那
国
島
と
島
民

の
皆
様
を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

現職隊員による人文字

祝賀会

祝賀会

現職隊員による綱引き大会

陸自と米海兵隊合同コンサート

笑顔あふれるヘリ体験搭乗

ブルーインパルスの飛行訓練

記念式典

ハ
イ
レ
ベ
ル
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
よ
る

防
衛
大
学
校
等
説
明
会

　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

佐
々
木
昌

貴
１
等
海
佐
）
は
、
令
和
７
年
12
月
21
日
（
日
）
防
衛
省

長
崎
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
１
回
防
衛
大
学
校
等
説
明

会
を
、
令
和
８
年
１
月
17
日
（
土
）
佐
世
保
合
同
庁
舎
佐

世
保
出
張
所
に
お
い
て
第
２
回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
リ
ク
ル
ー
タ
と
し

て
海
上
幕
僚
長
・
齋
藤
聡
海
将
の
来
崎
を
得
ら
れ
た
ほ

か
、
幹
部
リ
ク
ル
ー
タ
を
招
聘
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会
で
は
、
防
衛
大
学
校

等
合
格
者
及
び
保
護
者
を
対
象
に
海
上
幕
僚
長
の
講
話

及
び
若
手
幹
部
リ
ク
ル
ー
タ
と
の
懇
談
を
行
い
、
第
２

回
防
衛
大
学
校
等
説
明
会
で
は
、
将
来
防
衛
大
学
校
入

校
を
目
指
し
て
い
る
者
及
び
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た

懇
談
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

海
上
幕
僚
長
か
ら
は
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
、
進
路
と
し
て
自
衛
隊
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
、
防
衛
大
学
校
・
幹
部
候
補
生
学
校
学
生
～
若
手
幹

部
時
代
の
経
験
談
及
び
自
衛
隊
の
国
内
外
に
お
け
る
豊

富
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
、
か
つ
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
用
い
て
講

話
・
懇
談
を
し
て
い
た
だ
き
参
加
者
か
ら
は
好
評
で
し
た
。

　

他
に
も
、
若
手
幹
部
リ
ク
ル
ー
タ
と
の
懇
談
は
、
参

加
者
と
年
齢
層
が
近
い
こ
と
も
あ
り
自
衛
隊
を
よ
り
身

近
な
存
在
に
捉
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
説
明
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
防
大
に
行
き
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
」「
不
安
が
払
し
ょ
く
さ
れ
た
」

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

た
」
と
の
感
想
が
あ
り
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
及
び
受

験
・
入
校
意
欲
の
向
上
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
は
、
防
衛
大
学
校
の
み

な
ら
ず
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
々
に
自
衛
隊
の
魅
力

を
周
知
し
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
志
願
者
や
入

隊
・
入
校
者
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
引
き
続
き
積
極
的

な
募
集
広
報
活
動
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

相
浦
駐
屯
地
業
務
隊

巡
回
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

　

相
浦
駐
屯
地
業
務
隊
（
隊
長　

清
水
直
樹
１

等
陸
佐
）
は
、
２
月
５
日
（
木
）
及
び
６
日
（
金
）

の
２
日
間
、
相
浦
駐
屯
地
大
潟
南
宿
舎
地
区
に

お
い
て
、「
巡
回
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
健
診
は
、
駐
屯
地
近
傍
に
健
診
専
用
バ
ス

を
健
診
会
場
と
し
て
設
置
し
、
隊
員
の
奥
様
方

（
被
扶
養
者
）
に
、
気
軽
に
生
活
習
慣
病
及
び
女

性
健
診
（
乳
房
エ
コ
ー
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、

子
宮
頚
部
細
胞
診
）
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
健
診
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
無
料
又
は
割
安
で
の
受
診
が
可
能
か

つ
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
場
所
で
か
な
り
便
利
で

あ
る
と
と
も
に
、
会
場
駐
車
場
へ
の
誘
導
、
隊

員
に
よ
る
お
子
様
お
預
か
り
等
も
行
っ
て
お
り
、

普
段
、
家
事
や
子
育
て
等
で
多
忙
な
毎
日
を
送

る
奥
様
方
か
ら
、
大
変
好
評
を
得
て
い
る
事
業

で
す
。
今
回
の
受
診
者
数
は
、
百
四
十
三
名
、

お
子
様
預
か
り
二
十
四
名
で
、
全
国
の
駐
屯
地
・

基
地
の
中
で
２
日
間
実
施
し
て
い
る
の
は
当
相

浦
駐
屯
地
の
み
で
、
受
診
者
数
も
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
し
た
方
々
か
ら
は
、「
女
性
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
感

が
あ
り
ま
す
」
、「
こ
ど
も
を
預
か
っ
て
い
た
だ

き
大
変
助
か
り
ま
し
た
」
、「
健
診
場
所
が
宿
舎

か
ら
近
い
の
で
、
毎
年
受
診
し
て
い
ま
す
」
等

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奥
様
の
健
康
は
、
隊
員
が
厳
し
い
任
務
や
訓

練
等
に
安
心
し
て
参
加
す
る
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
相
浦
駐
屯
地
業
務
隊
は
水
陸
機

動
団
を
は
じ
め
駐
屯
部
隊
隊
員
の
任
務
達
成
の

一
助
と
な
る
重
要
な
事
業
と
し
て
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
駐
屯
地 

庁
内
託
児
所

園
児
募
集
中
！

　

熊
本
駐
屯
地
（
自
衛
隊
熊
本
病
院
）
で
は
、
平
成
21
年
よ
り

駐
屯
地
内
に
庁
内
託
児
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
一
般
の
ご
子
息
含
む
０
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
認
可

（
西
方
ハ
ロ
ー
保
育
園
）
で
定
員
十
九
人
、
３
か
ら
５
歳
児
ま

で
が
認
可
外
（
西
方
ハ
ロ
ー
第
二
保
育
園
）
で
定
員
二
十
一
人

の
保
育
が
可
能
で
す
。

　

特
に
、
駐
屯
地
敷
地
内
に
あ
り
安
全
面
も
良
く
、
災
害
派

遣
等
の
緊
急
時
に
は
二
十
四
時
間
対
応
も
可
能
で
、
熊
本
地

震
で
の
実
績
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
や
水
泳
等
の
習
い

事
も
団
体
申
し
込
み
が
で
き
る
等
、
お
得
な
面
も
あ
り
ま
す
。

　

園
児
は
、
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

自
衛
隊
熊
本
病
院
の
総
務
部
総
務
課
厚
生
班
ま
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。   

（
内
線
８―

９
９―

５
５
１
９
）

　
私
の
将
来
の
夢
は
自
衛
官
で
す
。

　
な
ぜ
か
と
言
う
と
私
の
お
父
さ
ん
が
自
衛
隊
の
仕

事
を
し
て
い
て
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
し
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
自
衛
隊
の
訓
練
は
厳
し
そ
う
だ
け
ど
、
訓
練
を
し

た
分
強
く
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
訓
練
を
た
く
さ
ん
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
命

を
守
り
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
も
し
災
害
が
あ
っ
た
時
に
そ
の
場
所
に

行
っ
て
み
ん
な
を
助
け
た
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
私
は
毎
日
、
運
動
と
し
て
走
っ
た
り

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
夜
は
し
っ
か
り
寝
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
つ
も
の
生
活
で
忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を
し
っ
か

り
し
て
み
ん
な
か
ら
頼
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
、
自
衛

官
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

お
父
さ
ん
み
た
い
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
で
す
。

健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
補
給
科

　
１
等
陸
曹
　
木
村
　
有
希

　
　
　
長
女
　
木
村
　
夢（
ゆ
め
）さ
ん

温
か
家
族

防衛大学校概要説明

リクルータと参加者の懇談

海上幕僚長講話

海上幕僚長と参加者の懇談

健診専用バスこども預かりの様子

会場駐車場への誘導受診会場（宿舎集会場）の様子

西方ハロー保育園

おやつタイム

みんなで仲良く遊ぶ様子
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